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平成31年 令和3年 令和4年

平均正答率の推移

太子町 大阪府 全国

Ａ 数と計

算
Ｂ 図形 Ｃ 測定

Ｃ 変化と

関係

Ｄ データ

の活用

太子町 1.027 0.994 0.000 0.938 0.997

大阪府 0.990 0.983 0.000 0.998 1.000
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全国平均正答率を「１」としたときの太子町の平均正答率との比較
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平成31年 令和3年 令和4年

平均正答率の推移

太子町 大阪府 全国

平均正答率は、63％で

全国（63％）と同じとな

り、大阪府（6２％）を１

ポイント上回った。 

 

 全国平均と比べ、特に「変化と

関係」に課題が見られる。「二つ

の数量の関係などに着目して捉

え、根拠を基に筋道立てて考え

たり、統合的・発展的に考えたり

することに苦手意識をもつこと

が分かった。 

また、昨年度課題であった「デー

タの活用」には改善されている。 

データを分類整理したり、表

やグラフからデータの特徴や傾

向を読み取ったりすることがで

きる児童が増加した。 

正答率比較 

令
和
２
年
度
は 

全
国
調
査
未
実
施 

学習指導要領の内容別比較 

平均正答率は、66％で

全国（66％）と同じとな

り、大阪府（64％）を２ポ

イント上回った。 
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平成27年 平成30年 令和4年

平均正答率の推移

太子町 大阪府 全国

エネルギーを柱

とする領域

粒子を柱とする

領域

生命を柱とする

領域

地球を柱とする

領域

太子町 0.868 0.882 0.985 0.932

大阪府 0.950 0.940 0.964 0.944

0.800
0.820
0.840
0.860
0.880
0.900
0.920
0.940
0.960
0.980
1.000

全国平均正答率を「１」としたときの太子町の平均正答率との比較

平均正答率は、少しず

つではあるが、上がって

きている。それは、日頃の

教育活動の成果が現れて

いるものである。 

町全体の課題として、

粘り強く、子どもが主体

的に問題に取り組むため

の「しかけ」や大人の関わ

りが大切となる。 

 全国平均と比べ、全体的

に課題が見られるが、大阪

府平均と比べるとすべて

の項目で上回る結果とな

った。 

また、特に「話すこと・

聞くこと」に関しては全国

よりも高い値であった。 

目的を意識して中心とな

る語や文を見つけて要約

する取り組みや、目的をも

って、文章を書くことへの

意識づけをおこなったこ

とが実を結びつつある。 

学習指導要領の内容別比較 

正答率比較 

学習指導要領の内容別比較 

(1) 言葉の特徴や使

い方に関する事項

Ａ 話すこと・聞

くこと
Ｂ 書くこと Ｃ 読むこと

太子町 0.984 1.038 0.975 1.003

大阪府 0.978 0.973 0.948 0.989
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全国平均正答率を「１」としたときの太子町の平均正答率との比較

平均正答率は、59％で

全国（63％）を4ポイン

ト下回り、大阪府（60％）

を1ポイント下回った。 

エネルギー・粒子を柱とす

る領域に大きく課題が見ら

れる。実体験と結びつけな

がらそれら領域の自然現象

を理解することができない

児童が多いことが課題とな

る。 


